
＜ 事 業 の 内 容 ＞ ＜ 事 業 イ メ ー ジ ＞

⼈⼝減少下においても⽣産⼒を維持できる⽣産性の⾼い農業を実現するため、
⽣産現場における技術ニーズを踏まえつつ、⽣産性の⾶躍的向上に資する、
以下のようなスマート農業技術の開発・改良を推進します。

○現場ニーズが⾼いものの、技術的障壁が⾼いため、開発が遅れている

品⽬・分野における新技術の開発

○現場への実装、実⽤化を加速するための既存技術の汎⽤化・低コスト化等の改良

○スマート農機が稼働しやすい栽培体系への転換 等

①次世代スマート農業技術の開発・改良・実⽤化 【令和6年度予算概算要求額 2,050（250）百万円】

＜対策のポイント＞
⼈⼝減少下における将来の労働⼒の状況を⾒据え、⽣産性の⾶躍的向上に必要不可⽋なスマート農業技術の開発・改良・実⽤化を推進します。

＜事業⽬標＞
⽣産性の⾶躍的向上に資するスマート農業の技術開発・改良・栽培体系への転換について、実⽤化が有望な技術を8以上開発。［令和8年度まで］

＜事業の流れ＞

［お問い合わせ先］農林⽔産技術会議事務局研究推進課（03-3502-7437）

スマート農業社会実装加速化のための技術開発・実証

国 （国研）農業・⾷品産業
技術総合研究機構

交付
（定額） 委託

〇 スマート農機が稼働しやすい栽培体系への転換
（例）

⺠間団体等
（公設試、⼤学を含む）

圃場・作物からのアプローチ

機械やソフトの開発や改良
〇 現場ニーズが⾼いものの、技術的障壁が

⾼いため、開発が遅れている品⽬・分野における
新技術の開発

〇 現場への実装、実⽤化を
加速するための既存技術の
汎⽤化・低コスト化等の改良

〇まっすぐ⽴っていない、サイズがバラバラであるため、
⾃動収穫機では収穫ロスが発⽣

〇産地間で畝幅が異なり、収穫機が⼊れない

〇育ち⽅が均⼀になるような品種選択や栽培管理
〇畝幅を収穫機に合わせるとともに、収穫機が

ターンする場所も確保

⾞輪と畝幅が合わず、
隣りの畝のキャベツを踏みつぶしそう

球数は少し減るけど、
機械作業で効率化すれば

コスト削減や規模拡⼤できるね

（例）

汎⽤化株間除草ロボット

摘粒・摘果
⾃動ロボット

（例）
改良

⾃律型除草ロボット

主に条播作物に対応 他品⽬にも
適応可能にする

３


